
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

四

四

号

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
め
ぐ
る
日
米
協
議
と
連
携
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

赤

嶺

政

賢

144



福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
め
ぐ
る
日
米
協
議
と
連
携
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
す
べ
て
の
電
源
を
喪
失
し
冷
却
機
能
が
失

わ
れ
、
そ
の
後
の
水
素
爆
発
に
よ
り
大
量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
中
に
飛
散
し
、
汚
染
水
が
海
水
に
流
出
す
る
な
ど
、
き
わ
め

て
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
た
。
住
民
は
原
発
周
辺
地
域
か
ら
の
長
期
に
わ
た
る
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
農
業
・
漁
業
関
係
者
を

は
じ
め
、
製
造
業
、
観
光
業
な
ど
広
範
な
業
種
の
関
係
者
が
出
荷
停
止
や
風
評
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
る
な
ど
、
今
回
の
原
発
事

故
が
国
民
生
活
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
原
子
力
発
電
所
の
「
安
全
神
話
」
に
し
が
み
つ
き
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招

い
た
政
府
と
電
力
会
社
の
責
任
は
き
わ
め
て
重
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
が
、
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
専
門
家
の
知
恵

と
力
を
総
結
集
し
て
、
事
態
の
一
刻
も
早
い
収
束
に
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

一
方
、
米
国
政
府
は
、
震
災
発
生
直
後
か
ら
、
米
原
子
力
専
門
家
を
日
本
国
内
に
派
遣
し
、
偵
察
衛
星
や
無
人
偵
察
機
に
よ

る
情
報
収
集
を
行
い
、
米
国
民
に
対
す
る
福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
五
十
マ
イ
ル
（
約
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
圏
外
へ
の
退
避

勧
告
を
発
出
・
維
持
す
る
な
ど
、
独
自
の
対
応
を
す
す
め
て
き
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
三
月
十
七

日
、
震
災
発
生
後
二
回
目
と
な
る
菅
総
理
と
の
電
話
会
談
で
、
「
更
な
る
原
子
力
の
専
門
家
の
派
遣
や
、
中
長
期
的
な
復
興
も

含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
行
う
用
意
が
あ
る
」
と
発
言
し
、
菅
総
理
は
「
米
国
派
遣
の
原
子
力
専
門
家
と
日
本
側
の
専
門
家

一



の
間
で
引
き
続
き
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
」
と
応
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
十
二
日
に
は
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
に
関
す
る
日

米
協
議
の
枠
組
み
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
と
前
後
し
て
米
原
子
力
専
門
家
が
首
相
官
邸
内
に
一
時
駐
在
し
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
。

今
回
の
原
発
事
故
を
め
ぐ
る
日
米
協
議
と
連
携
対
応
に
つ
い
て
、
政
府
は
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

在
日
米
国
大
使
館
が
四
月
十
四
日
に
公
表
し
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
日
米
協
力
に
つ
い

て
」
。
以
下
「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
）
は
、
三
月
十
一
日
の
震
災
発
生
直
後
に
米
原
子
力
規
制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
省
、
保
健
福
祉
省
の
専
門
家
が
来
日
し
、
十
三
日
か
ら
は
原
子
炉
の
安
全
性
、
保
護
対
策
及
び
国
際
関
係
の
専
門
家

で
構
成
さ
れ
る
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
チ
ー
ム
が
東
京
に
常
駐
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
米
政
府
機
関
・
関
係
者
が
日
本
国
内
で
原
発
事

故
へ
の
対
応
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
今
回
の
原
発
事
故
に
関
連
し
た
米
国
政
府
、
軍
、
研
究
機

関
、
民
間
企
業
関
係
者
の
派
遣
滞
在
状
況
（
期
日
、
目
的
、
役
職
・
氏
名
、
活
動
場
所
、
活
動
内
容
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二

原
発
事
故
へ
の
対
応
に
関
し
、
米
側
は
震
災
発
生
直
後
か
ら
政
府
に
支
援
の
提
供
を
申
し
出
た
の
に
対
し
、
政
府
は
当
初

二



は
支
援
の
受
け
入
れ
に
消
極
的
だ
っ
た
も
の
の
、
ル
ー
ス
駐
日
米
国
大
使
の
要
請
を
受
け
、
北
澤
防
衛
大
臣
が
三
月
十
七
日

に
防
衛
省
本
省
で
Ｎ
Ｒ
Ｃ
幹
部
と
会
談
し
た
の
を
機
に
、
翌
十
八
日
、
高
見
澤
防
衛
政
策
局
長
の
招
き
で
日
米
両
政
府
関
係

者
に
よ
る
「
原
子
力
災
害
連
絡
会
議
」
が
防
衛
省
内
で
開
か
れ
、
二
十
二
日
の
日
米
協
議
の
枠
組
み
発
足
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
毎
日
新
聞
」
四
月
二
十
二
日
付
）
。
ま
た
、
十
七
日
の
オ
バ
マ
米
大
統
領
と
の
電
話

会
談
に
続
き
、
菅
総
理
は
十
九
日
夜
、
首
相
官
邸
で
ル
ー
ス
大
使
と
会
談
し
、
翌
二
十
日
に
側
近
議
員
に
「
日
米
協
議
の
枠

組
み
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
指
示
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
朝
日
新
聞
」
四
月
十
日
付
）
。
二
十
二
日
の
日
米

協
議
の
枠
組
み
発
足
に
至
る
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

日
米
協
議
の
枠
組
み
が
発
足
す
る
直
前
か
ら
協
議
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、
米
原
子
力
工
学
の
専
門
家
一
人
が
官
邸
内

に
駐
在
し
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
（
「
朝
日
新
聞
」
四
月
二
十
一
日
付
）
、
こ
れ
は
事
実
か
。
駐
在
の
期
間
、

目
的
、
役
職
・
氏
名
、
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
米
政
府
関
係
者
が
官
邸
内
に
駐
在
し
て
い
た

事
実
は
あ
る
か
。
三
月
十
二
日
以
降
、
ル
ー
ス
大
使
が
枝
野
官
房
長
官
に
繰
り
返
し
電
話
を
か
け
、
米
原
子
力
専
門
家
を
官

邸
に
常
駐
さ
せ
、
支
援
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
を
求
め
た
の
に
対
し
、
枝
野
長
官
は
「
官
邸
の
中
に
入
る
の
は
勘
弁
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
読
売
新
聞
」
四
月
十
日
付
）
。
米
政
府
関
係
者
の
官
邸
内
駐
在
を
め
ぐ
る
日

三



米
間
の
協
議
・
調
整
の
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

日
米
協
議
の
名
称
と
目
的
、
法
的
根
拠
、
権
限
、
体
制
（
責
任
者
氏
名
・
役
職
、
日
米
双
方
の
参
加
者
氏
名
・
役
職
、
個

別
課
題
ご
と
の
検
討
・
作
業
チ
ー
ム
の
設
置
状
況
と
各
チ
ー
ム
の
日
米
双
方
の
責
任
者
氏
名
・
役
職
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
ヤ
ツ
コ
委
員
長
や
ウ
ォ
ル
シ
ュ
米
太
平
洋
艦
隊
司
令
官
、
ル
ー
ス
大
使
ら
が
出
席
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
い
つ
出
席
し
ど
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
か
。

五

日
米
協
議
の
具
体
的
な
開
催
状
況
と
協
議
内
容
（
期
日
、
場
所
、
参
加
者
、
協
議
テ
ー
マ
と
日
米
双
方
の
発
言
内
容
）
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
内
閣
官
房
安
全
保
障
危
機
管
理
室
作
成
の
四
月
十
五
日
付
説
明
資
料
（
「
米
国
原
子
力
規
制
委
員
会

等
と
の
会
合
概
要
に
つ
い
て
」
）
は
、
会
合
内
容
と
し
て
、
�
当
該
原
発
の
情
報
共
有
、
�
原
子
炉
や
使
用
済
み
核
燃
料
棒

の
安
定
化
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止
、
放
射
能
汚
染
水
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
�
米
国
か
ら
の
支
援
に
関

す
る
議
論
を
あ
げ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。
原
子
炉
冷
却
の
た
め
の
海
水
か
ら
真
水
へ

の
切
り
替
え
、
格
納
容
器
内
へ
の
窒
素
ガ
ス
の
注
入
、
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
の
海
へ
の
放
出
、
国
際
原
子
力
事
象
評

価
尺
度
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
の
レ
ベ
ル
�
へ
の
引
き
上
げ
、
「
水
棺
方
式
」
の
採
用
、
事
故
収
束
に
向
け
た
工
程
表
の
公
表
な
ど

を
め
ぐ
り
、
日
米
間
で
ど
の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

四



六

米
軍
の
無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が
、
原
発
上
空
で
の
情
報
収
集
活
動
を
開
始
し
た
の
は
い
つ
か
。
政
府
に
対

し
、
事
前
の
通
報
は
あ
っ
た
か
。
同
機
が
収
集
し
た
ど
の
よ
う
な
情
報
が
、
い
つ
か
ら
政
府
内
の
ど
の
機
関
に
ど
の
よ
う
な

手
段
で
提
供
さ
れ
、
政
府
内
の
ど
の
機
関
で
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。
偵
察
衛
星
、
大
気
収
集
機
「
コ
ン
ス
タ
ン
ト
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」
な
ど
、
そ
の
他
の
手
段
で
収
集
さ
れ
た
情
報
は
政
府
に
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
。

七

「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
は
、
地
上
及
び
空
中
で
放
射
線
量
を
測
定
す
る
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
チ
ー
ム
の
派
遣
、
米
空
軍
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
二
機
及
び
航
空
機
一
機
の
毎
日
の
飛
行
に
よ
る
地
表
汚
染
状
況
の
記
録
と
対
応
・
復
旧
活
動
の
支
援
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
こ
う
し
た
活
動
は
日
本
政
府
の
事
前
の
了
解
・
調
整

の
下
に
開
始
・
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
日
米
の
共
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
優
先
測
定
地
点
を
日
本
の
原
子
力
安
全
委
員

会
と
共
に
決
定
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
決
定
・
実
施
・
公
表
さ
れ
て
い
る
の

か
。

八

「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
は
、
多
数
の
農
業
用
土
壌
の
サ
ン
プ
ル
を
米
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
研
究
所
に
送
付
し
分
析
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
サ
ン
プ
ル
の
採
取
期
日
、
場
所
、
数
、
目
的
、
送
付
先
、
分
析
結
果
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
、
日
本
政
府
の
了
解
の
下
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

五



九

「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
は
、
保
健
福
祉
省
と
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
が
参
加
す
る
放
射
線
医
療
専
門
家
協
議
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
が
、
�
放
射
線
被
ば
く
の
健
康
へ
の
影
響
調
査
、
�
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
の
用
法
に
関
す
る
議
論
、
�
一
般
の

人
々
に
対
す
る
情
報
提
供
の
戦
略
の
検
討
を
日
本
の
専
門
家
と
協
議
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な

協
議
の
目
的
と
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


